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戦
後
の
山
形
凧
事
情
（
内
陸
）

鈴
木

隆
（
小
中
島
）

江
戸
末
期
か
ら
歌
川
系

の
流
れ
を
汲
み
、
江
戸
凧

を
３
代
に
亘
っ
て
作
り
続

け
、
戦
後
最
後
の
凧
絵
師

と
い
わ
れ
て
い
た
橋
本

禎
造
氏
（
東
京
都
）
が
平

て
い
ぞ
う

成
の
初
期
に
没
し
た
。

禎
造
氏
の
手
描
き
錦
絵

（
華
麗
な
多
色
摺
版
画
）

の
中
で
最
も
得
意
と
し
た

絵
柄
は
、
源
平
合
戦
の
壇

の
浦
の
戦
い
で
の
義
経
八

艘
飛
で
あ
る
。
現
在
、
庄

そ
う内

に
も
八
艘
飛
の
複
製
凧

が
可
成
り
残
っ
て
い
る
。

一
方
、
葛
飾
北
斎
を
源

か
つ
し
か
ほ
く
さ
い

流
と
し
て
い
る
津
軽
凧
を
、

家
業
と
し
て
３
代
続
け
て

き
た
中
野
敬
造
氏
（
弘
前

市
）
が
平
成

年
に
亡
く

18

な
っ
た
こ
と
で
、
日
本
に

凧
絵
師
が
い
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

私
が
昭
和

年
頃
、
東

55

京
と
弘
前
を
訪
ね
た
時
は
、

両
人
と
も
商
売
凧
の
製
作

に
追
わ
れ
て
い
た
。

中
野
敬
造
氏

戦
後
、
凧
は
可
成
り
長

く
空
白
時
代
が
続
い
て
い

た
が
、
昭
和

年
代
に
は

40

各
地
の
伝
統
凧
は
保
存
会

な
ど
に
よ
っ
て
復
活
さ
れ
、

多
く
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
県
内
内
陸
の
凧

事
情
を
記
し
て
み
よ
う
。

米
沢
凧

上
杉
謙
信
と
武
田
信
玄

の
川
中
島
合
戦
は
代
表
的

な
伝
統
凧
で
あ
る
。
ほ
か

に
コ
マ
凧
が
あ
り
、
昭
和

年
代
に
米
沢
凧
復
古
会

40が
発
足
し
継
承
し
て
い
る
。

上
の
山
凧

数
種
類
の
版
木
を
も
と

に
継
承
。
斎
藤
茂
吉
が
描

い
た
犬
の
凧
も
あ
る
。

花
泉
凧

か
せ

ん

江
戸
末
期
か
ら

家
業
と
し
て
い
て
、

現
当
主
の
阿
部

太
彦
氏
（
山
形
市
）

た
か
ひ
こ

が
、
明
治
か
ら
大

正
に
か
け
て
の
50

種
類
も
の
版
木
を

発
見
し
、
現
在
も

商
売
凧
と
し
て
作
っ
て
い

る
。

隠
明
寺
凧

お
ん
み
よ
う
じ

(

県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財)

新
庄
藩
士
で
あ
っ
た
隠

明
寺
勇
象
が
考
案
。
凧
絵

ゆ
う
ぞ
う

と
し
て
は
奇
抜
な
般
若
絵

は
ん
に
や

で
あ
る
。

昭
和

年
に
版
木
が
発

35

見
さ
れ
た
こ
と
で
保
存
会

が
出
来
た
。
現
在
、
講
習

会
を
開
い
た
り
、
各
地
の

凧
揚
げ
大
会
に
参
加
す
る

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
。

谷
地
凧

江
戸
末
期
、
佐
藤
久
兵

衛
が
考
案
し
３
代
続
い
た

が
、
昭
和
初
期
に
廃
絶
し

た
。
明
治
に
入
っ
て
版
木

が
発
見
。
昭
和

年
に
谷

50

地
凧
保
存
会
が
発
足
し
た
。

橋
本
禎
造
氏

各地域庁舎（旧町村）の平成２９年度第１四半期工事発注見通し
○入札方法：「一」＝一般競争入札「格」＝格付指定型一般競争入札「指」＝指名競争入札「随」＝随意契約「総」＝総合評価方式

担当課 工事(委託)名 工事(委託)概要
工事(委託 工期(委 工事(委 入札等の方

)場所 託)期間 託)業種 法
入札予 代理

定時期 人の

現場

兼務

教育委員会

管理課

鶴岡市立広瀬小学校体育館等天 羽黒町後田 非構造部材耐震化にともなう体育館 格付指定型一

井撤去工事 地内 天井仕上げ材の撤去工事 般競争入札
３箇月 建築一式

第１四

半期

鶴岡市立広瀬小学校体育館照明 羽黒町後田 非構造部材耐震化にともなう体育館 格付指定型一

設備耐震化工事 地内 既存照明撤去、軽量LED照明化工事 般競争入札
３箇月 電気設備

第１四

半期

鶴岡市立櫛引西小学校体育館等 上山添字文 非構造部材耐震化にともなう体育館 格付指定型一

天井撤去工事 栄地内 天井仕上げ材の撤去工事 般競争入札
３箇月 建築一式

第１四

半期

鶴岡市立櫛引西小学校体育館照 上山添字文 非構造部材耐震化にともなう体育館 格付指定型一

明設備耐震化工事 栄地内 既存照明撤去、軽量LED照明化工事 般競争入札
３箇月 電気設備

第１四

半期

鶴岡市立温海中学校体育館等天 大岩川字黒 非構造部材耐震化にともなう体育館 格付指定型一

井撤去工事 岩地内 天井仕上げ材の撤去工事 般競争入札
３箇月 建築一式

第１四

半期

鶴岡市立温海中学校体育館照明 大岩川字黒 非構造部材耐震化にともなう体育館 格付指定型一

設備耐震化工事 岩地内 既存照明撤去、軽量LED照明化工事 般競争入札
３箇月 電気設備

第１四

半期

鶴岡市立藤島小学校地下タンク 耐用年数経過地下タンク廃止工事及 格付指定型一

廃止及び屋外タンク設置工事 び代替屋外タンク新設工事 般競争入札
藤島地内 ３箇月 機械設備

第２四

半期

土木課
西田元線道路改良工事 戸沢地内 ３箇月 土木一式 側溝改良　L=30ｍ ○

格付指定型一

般競争入札

第１四

半期

市道温海１号線温海トンネル補修工事温海地内 ４箇月 土木一式 トンネル補修　L=54ｍ
格付指定型一

般競争入札

第１四

半期

市道松尾今野線測量設計業務 ４箇月 測量設計 防雪柵設計　L=350ｍ 指名競争入札
羽黒町後田

地内

第１四

半期

野中漆原線用地測量業務 東岩本地内 ３箇月 測量設計 用地測量　一式 指名競争入札
第１四

半期

上田沢倉沢線用地測量業務 上田沢地内 ３箇月 測量設計 用地測量　一式 指名競争入札
第１四

半期

配水池通温海岳線道路改良工事 湯温海地内 ４箇月 土木一式 道路改良　L=170ｍ ○
格付指定型一

般競争入札

第１四

半期

木野俣線道路改良工事 木野俣地内 ４箇月 土木一式 側溝改良　L=260ｍ
格付指定型一

般競争入札

第１四

半期

早田９号線測量設計業務 早田地内 箇月 測量設計 測量設計　一式 指名競争入札
第１四

半期

山の外小文地楯線道路改良工事 ３箇月 土木一式 道路改良　L=90ｍ ○
たらのき代 格付指定型一

地内 般競争入札

第１四

半期

市道神明前茶屋川原線表層改良工事(繰越明許)下山添地内 ３箇月 舗装 表層改良　L=300ｍ
格付指定型一

般競争入札

第１四

半期

市道沢山木揚場線岩川橋橋梁詳細設計業務大岩川地内 ６箇月 測量設計 測量設計　一式 指名競争入札
第１四

半期

市道花戸線花戸大橋橋梁補修工事(繰越明許)大針地内 ５箇月 土木一式 橋梁補修　一式
格付指定型一

般競争入札

第１四

半期

松根羽黒線防護柵設置工事 黒川地内 ３箇月 土木一式 防護柵工　L=470ｍ ○
格付指定型一

般競争入札

第２四

半期

市道庄南５号線道路改良工事 下山添地内 ４箇月 土木一式 道路改良　L=280ｍ
格付指定型一

般競争入札

第２四

半期

野中漆原線道路改良工事 東岩本地内 ４箇月 土木一式 道路改良　L=450ｍ ○
格付指定型一

般競争入札

第２四

半期

上田沢倉沢線道路改良工事 上田沢地内 3箇月 土木一式 道路改良　L=250ｍ ○
格付指定型一

般競争入札

第２四

半期

市道小在家大杉線防雪柵設置工事(繰越明許)黒川地内 ４箇月 土木一式 防雪柵設置　L=300ｍ
格付指定型一

般競争入札

第２四

半期

上田沢除雪車格納庫屋根修繕工事上田沢地内 ３箇月 建築一式 屋根修繕工　一式 指名競争入札
第２四

半期

市道下田沢松沢線シェッド補修工事松沢地内 ３箇月 土木一式 シェッド補修　L=37ｍ ○
格付指定型一

般競争入札

第３四

半期

市道沢山木揚場線岩川橋橋梁架替工事(仮設工)大岩川地内 ３箇月 土木一式 仮橋工　L=40ｍ
条件付一般競

争入札

第３四

半期

建築課
羽黒第四地区地域活動センター

改修設計業務委託
羽黒町地内 ６箇月 建築設計 センターの改修設計業 指名競争入札

羽黒第四地区地域活動

務委託

第２四

半期

櫛引中　太陽光発電設備等設置 櫛引中へ太陽光発電設 格付指定型一

工事 備を設置 般競争入札
上山添地内 ５箇月 電気

第２四

半期

あつみ小　太陽光発電設備等設 温海荻田地 あつみ小へ太陽光発電 格付指定型一

置工事 内 設備を設置 般競争入札
５箇月 電気

第２四

半期

消防署旧羽黒分署解体工事 羽黒町地内 ３箇月 建築一式
消防署旧羽黒分署を解 格付指定型一

体 般競争入札

第２四

半期

ふじなみ住宅外壁改修工事 ３箇月 建築一式
藤浪二丁目 市営住宅１棟の外壁改 格付指定型一

地内 修 般競争入札

第２四

半期

下名川住宅屋根改修工事 下名川地内 ２箇月 建築一式
下名川住宅２棟の屋根 格付指定型一

改修 般競争入札

第２四

半期

旧大網小学校改修設計業務委託 大網地内 ６箇月 建築設計 指名競争入札
旧大網小学校の改修設

計業務委託

第２四

半期

消防本部警

防課

西片屋地内 耐震性貯水槽新設

工事
西片屋地内 ２箇月 土木一式 40m3級 耐震性貯水槽の新設

格付指定型一

般競争入札

第１四

半期
○

山五十川地内 耐震性貯水槽新 山五十川地

設工事 内
２箇月 土木一式 40m3級 耐震性貯水槽の新設

格付指定型一

般競争入札

第１四

半期
○

羽黒町松ヶ岡地内 耐震性貯水 羽黒町松ヶ

槽新設工事 岡地内
２箇月 土木一式 40m3級 耐震性貯水槽の新設

格付指定型一

般競争入札

第１四

半期
○

熊出地内 耐震性貯水槽新設工

事
熊出地内 ２箇月 土木一式 40m3級 耐震性貯水槽の新設

格付指定型一

般競争入札

第１四

半期
○

農山漁村振

興課
温福漁港船揚場改良工事 温福地内 ３箇月 土木一式 ○

船揚場修繕工事　L=12 格付指定型一

ｍ 般競争入札

第１四

半期

大岩川漁港西防波堤改良工事 大岩川地内 ９箇月 土木一式
防波堤改良工事　L=23 格付指定型一

ｍ 般競争入札

第１四

半期

油戸漁港離岸堤改良設計業務委 格付指定型一

託 般競争入札
油戸地内 ９箇月 委託 測量設計　L=50ｍ

第１四

半期

林業専用道大坂山天狗森線開設 羽黒町字荒 林業専用道開設工事　L 格付指定型一

工事 川 =1,160ｍ 般競争入札
６箇月 土木一式

第２四

半期

平成28年災33-102大揚井堰頭首 格付指定型一

工災害復旧工事（繰越明許） 般競争入札
川代地内 ６箇月 土木一式 ク工L＝21.6m(右岸L-15 ○

頭首工1個所、積ブロッ

.4 m、左岸L-6.2m）

第２四

半期



ロ
ー
ス
ハ
ム
事
始
め
①

１
９
２
０
（
大
正
９
）

年
、
捕
虜
番
号
３
５
０
２
、

膠
州
湾
海
軍
砲
兵
隊
上
等

こ
う
し
ゆ
う
わ
ん

水
兵
、
ブ
レ
ー
メ
ン
出
身
、

ア
ウ
グ
ス
ト
・
ロ
ー
マ
イ

ヤ
ー
（
※
）
は
、
解
放
証

書
を
手
に
し
て
久
留
米
の

収
容
所
生
活
か
ら
解
放
さ

れ
た
。

４
年
半
の
年
月
が
流
れ

て
い
た
。

１
９
１
４
年
、
第
１
次

世
界
大
戦
。
８
月

日
英

23

国
の
要
請
を
受
け
て
日
本

は
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
。

月
中
国
の
青
島
攻
撃
開

チ
ン
タ
オ

10始
。
１
月
７
日
青
島
制
圧
。

兵
力
は
独
軍
５
千
人
、
日

本
軍
７
万
人
。

ロ
ー
マ
イ
ヤ
ー
達
は
捕

虜
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
船

で
熊
本
県
の
捕
虜
収
容
所

へ

月

日
到
着
。
翌
年

11

19

６
月

日
、
収
容
所
換
え

10

で
久
留
米
へ
。

収
容
所
の
２
代
目
所
長

は
、
後
に
２
・

事
件
に

26

関
係
す
る
真
崎
甚
三
郎
中

佐
。
そ
の
次
は
後
に
首
相

と
な
る
林
銑
十
郎
中
佐（
何

も
せ
ん
じ
ゅ
う
ろ
う
、
と

渾
名
が
あ
っ
た
そ
う
だ
）。

あ

だ

な久
留
米
は
名
品
「
久
留

米
絣
」
で
知
ら
れ
て
い
る
。

菜
の
花
真
っ
盛
り
の
頃

の
こ
の
地
を
詠
ん
だ
漱
石

の
句
が
残
っ
て
い
る
。

〝
菜
の
花
の
遥
か
に
黄

は
る

き

な
り
筑
後
川
〟

収
容
所
か
ら
解
放
さ
れ

た
ロ
ー
マ
イ
ヤ
ー
は
１
９

２
０
（
大
正
９
）
年
１
月

に
東
京
到
着
。
向
か
っ
た

先
は
帝
国
ホ
テ
ル
。
気
後

れ
し
な
が
ら
ホ
テ
ル
へ
入

っ
て
い
っ
た
。

温
和
な
顔
の
外
国
人
が

近
づ
い
て
話
し
か
け
て
く

れ
た
。

シ
ェ
フ
の
イ
ワ
ン
・
サ

ゴ
ヤ
ン（
ア
ル
メ
ニ
ア
人
）。

こ
の
ホ
テ
ル
で
パ
ン
を

焼
い
て
い
た
。

ホ
テ
ル
創
立
者
の
大
倉

喜
八
郎
が
ハ
ル
ピ
ン
の
ホ

テ
ル
で
食
べ
た
パ
ン
に
感

激
し
て
、
そ
の
パ
ン
を
焼

い
た
職
人
サ
ゴ
ヤ
ン
を
帝

国
ホ
テ
ル
に
ス
カ
ウ
ト
し

た
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
イ
ヤ
ー
は
ホ
テ

ル
で
豚
の
飼
育
と
加
工
を

任
さ
れ
た
。

そ
の
豚
で
ハ
ム
と
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
作
り
、
料
理
人

と
数
人
の
者
に
試
食
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
大
好
評

だ
っ
た
。

出
資
し
て
や
る
か
ら
独

立
し
た
ら
と
勧
め
ら
れ
、

南
品
川
三
ツ
木
に

坪
の

50

工
場
を
建
て
、
合
資
会
社

ロ
ー
マ
イ
ヤ
ー
・
ソ
ー
セ

ー
ジ
製
作
所
と
命
名
し
た
。

１
９
２
１
年
、

歳
だ
っ

29

た
。ハ

ム
は
明
治
７
年
頃
に

英
国
人
ウ
イ
リ
ア
ム
・
カ

ー
ラ
イ
ス
が
鎌
倉
で
製
造

を
始
め
た
と
神
奈
川
県
史

に
記
し
て
あ
る
。

そ
の
後
大
船
駅
で
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
な
ど
を
売
っ
て

い
た
大
船
軒
が
ハ
ム
製
造

を
始
め
た
と
い
う
。
鎌
倉

ハ
ム
の
前
身
で
あ
る
。

当
時
、
日
本
に
は
畜
産

が
発
展
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
豚
腿
肉
の
本
物
の
ハ

も
も

ム
は
難
し
か
っ
た
。

豚
の
腿
肉
で
作
っ
た
ら

大
層
高
価
に
な
り
一
般
の

消
費
者
の
口
に
は
な
か
な

か
届
か
な
い
。

ロ
ー
マ
イ
ヤ
ー
は
横
浜

の
「
南
京
町
」
の
中
華
料

な
ん
き
ん

理
店
な
ど
肩
の
肉
や
バ
ラ

肉
を
使
っ
た
後
の
残
り
の

背
肉
と
ロ
ー
ズ
に
目
を
つ

け
た
。（
つ
づ
く
）

※
（
ド
イ
ツ
人
実
業
家
・

１
８
９
２
～
１
９
６
２
）

教
育
勅
語
の
復
活

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る

日
本
が
、
国
連
が
取
り
組

む
核
兵
器
禁
止
条
約
の
話

し
合
い
に
参
加
し
な
い
こ

と
で
、
世
界
中
か
ら
変
な

国
・
変
な
政
府
と
思
わ
れ

て
も
、
被
爆
者
代
表
と
共

産
党
の
志
位
委
員
長
が
国

民
の
声
を
国
連
で
届
け
て

き
た
か
ら
、
私
た
ち
は
小

さ
く
な
ら
ず
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
・
で
す
ネ
。

▲
し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
変

で
す
よ
。
パ
ン
屋
が
和
菓

子
屋
で
、
銃
剣
道
が
体
育

に
な
る
・
教
育
勅
語
が
教

育
の
現
場
に
出
る
と
な
れ

ば
、
今
は
自
由
で
も
そ
の

う
ち
道
徳
に
・
・
。
こ
れ

は
変
を
通
り
越
し
て
恐
ろ

し
さ
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

▲
籠
池
問
題
で
首
相
は
、

彼
の
暗
唱
さ
せ
る
教
育
を

讃
え
て
い
た
も
の
が
、
連

れ
合
い
の
動
き
が
賑
や
か

に
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
ト
ー
ン
が
変
わ
っ

て
き
て
い
た
の
に
、
元
気

回
復
で
す
か
ネ
。

▲
と
き
あ
た
か
も
テ
ロ
対

策
と
偽
っ
て
共
謀
罪
法
を

国
会
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
。

戦
争
の
で
き
る
国
の
総
仕

上
げ
。
お
国
の
す
る
こ
と

に
反
対
す
る
者
を
抑
え
込

も
う
と
す
る
か
つ
て
の
治

安
維
持
法
と
言
わ
れ
て
い

る
も
の
が
、
執
念
で
４
回

目
の
登
場
だ
ゼ
。

▲
そ
の
昔
、
野
球
で
カ
タ

カ
ナ
語
が
使
え
な
く
な
っ

た
時
期
が
い
つ
始
ま
っ
た

か
は
知
ら
な
い
が
、
デ
ッ

ク
ミ
ネ
や
ミ
ス
コ
ロ
ン
ビ

ア
な
ど
の
歌
手
が
、
漢
字

名
に
さ
れ
た
の
は
、
昭
和

年
３
月
か
ら
な
ん
だ
そ

15う
だ
。
こ
う
し
て
昭
和
16

年

月
に
は
日
米
開
戦
へ

12
と
進
ん
で
い
る
が
、
今
度

は
何
を
ど
う
し
ょ
う
と
い

う
の
か
。

▲
ま
さ
か
・
国
連
の
決
議

を
聞
か
ず
に
、
核
実
験
や

大
陸
間
弾
道
弾
を
開
発
し

て
い
る
国
に
、
先
制
攻
撃

を
仕
掛
け
る
な
ん
て
？
。

今
の
内
閣
、
こ
の
と
こ
ろ

閣
議
決
定
と
称
し
て
何
を

す
る
か
知
れ
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
か
ら
ネ
ー
。（石

川
）

ば
ら
し
い
、
あ
り
が
と
う
。

日
本
国
民
は
平
和
を
愛
す

る
国
民
』
と
言
っ
て
く
れ

て
い
る
。
集
団
的
自
衛
権

な
ど
で
武
力
を
持
っ
て
し

ま
え
ば
信
頼
が
な
く
な
り
、

ま
た
間
違
え
る
こ
と
に
な

る
」
と
言
う
子
も
。

ま
た
、「
日
本
政
府
は
た

ぶ
ん
自
分
の
国
が
戦
争
に

な
っ
た
時
、
助
け
て
く
れ

る
仲
間
が
ほ
し
い
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
集
団
的
自
衛

権
に
入
ら
な
け
れ
ば
『
世

界
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
』

と
か
周
り
の
国
は
集
団
的

な
の
に
日
本
は
個
別
的
だ

っ
た
か
ら
で
す
」
は
、「
ち

ゃ
ん
と
国
民
の
声
を
聞
い

て
い
て
い
い
な
ー
と
思
っ

た
。
…
そ
う
い
う
国
が
増

え
た
ら
い
い
な
」。
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
大
使
館
の
「『
世
界

平
和
の
パ
ー
ト
ナ
ー
』『
す

か
ら
『
空
気
が
読
め
な
い

と
か
』
思
っ
て
い
る
の
か

な
？
と
自
分
は
思
い
ま
し

た
」
と
主
張
す
る
子
も
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、「
世
界

は
今
の
日
本
を
ど
う
見
て

い
る
の
か
」
と
い
う
生(

な

ま)

の
資
料(

返
事)

を
見
た

の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
活

発
に
自
分
の
感
想
を
書
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
大

人
の
憲
法
学
習
も
、
実
際

の
暮
ら
し
の
中
か
ら
憲
法

と
の
関
係
を
勉
強
し
て
い

こ
う
と
、
子
ど
も
た
ち
が

教
え
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。

ス
ペ
イ
ン
大
使
館
の「
ほ

と
ん
ど
の
人
が
戦
争
に
反

対
し
徴
兵
に
応
じ
な
く
な

スペイン大使館

スウェーデン大使館


